
一般財団法人 小貫基金 
理事長 小貫 満義 様 

 

奨学生生活を振り返って 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
この度は、3年間にわたり貴財団より奨学金をご支援いただき、誠にありがとうござ
いました。高校生活を送る中で、貴財団から頂いた奨学金は大きな支えとなり、心よ
り感謝申し上げます。 
奨学金を頂くことで経済的な面での心配が軽減せれ、何一つ不自由なく生活すること
ができました。おかげさまで、高校生活の目標としていた部活と勉強の両立に専念す
ることができました。 
学習面では授業の予習復習を徹底し、定期試験や模擬試験にも真摯に取り組み、学力
向上に努めてまいりました。また、部活動では日々の練習に励み、仲間と切磋琢磨し
ながら目標に向かって努力を重ねてまいりました。限られた時間を有効に活用するこ
とを意識し、学業と部活動の両立に努める中で、忍耐力は責任感、自己管理の大切さ
を学ぶことができました。これもひとえに貴財団のご支援の賜物と深く感謝しており
ます。 
将来は体育の教員となり、運動が得意な生徒も苦手な生徒にも楽しさを伝えられるよ
うな教員になりたいと考えています。具活動で培った経験を活かし、生徒一人ひとり
に寄り添いながら、心身ともに成長を支えられる教員を目指してまいります。皆様か
らのご厚意を決して忘れず、大学に入学後も目標に向かって精進し、いつか社会に貢
献できる人間になることで、恩返しをさせていただきたいと存じます。 
末筆ながら、貴財団の益々のご発展と、関係者の皆様のご健勝を心よりお祈り申し上
げます。 

３年間、本当にありがとうございました。 

敬具 
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